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令和 6年度予算見積調書 課室名:

説明事業

農村整備課(農業ビジネス支援課)
担当名: 水利施設整備・農地整備担当

内線: 4097 (単位：千円)
会計

P120 農地中間管理機構農地耕作条件改善事業 一般会
計

農林水
産業費

農地費
項

土地改良費 団体営土地改良事業費
番号 事業名

事 業
期 間

平成29年度～ 根 拠
法 令

農地中間管理事業の推進に関する法律
農地耕作条件改善事業交付金交付要綱

款

針路 12
令和10年度 分野施策 1201

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

2
2-4

　農地中間管理機構による担い手への農地の集積・集約
化を加速するため、農地中間管理機構が実施する畦畔除
去による区画拡大、用排水路の改修など耕作条件の改善
を支援する。

　農地中間管理機構農地耕作条件改善事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　338,675千円

（１）事業内容 
　　農地中間管理事業の重点実施区域等において、農地中間管理機構と連携しつつ、担い手への農地集積の推進に必要な
　基盤整備等の実施について、事業内容に応じて必要な費用を補助する。
　
                                                              令和6年度要求額
　　　　種　別　　　　　新規・継続　　地区数　　総事業費　　事業費　　 予算額　　      工事内容
　簡易基盤整備事業　　　　 継続　　　　　1        37,500　　27,000     20,925  　 区画整理工 A= 10.8ha
　簡易基盤整備事業　　　　 新規　　　    5　　   229,000 　142,000    110,050　　 区画整理工 A= 78.6ha
  埼玉型ほ場整備事業　　 　継続　　　    2       385,000   205,000    158,875     区画整理工 A= 13.7ha
  埼玉型ほ場整備事業　　 　新規　　　    3       153,000　　63,000  　 48,825     測量・設計　  一式
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   区画整理工 A=  1.0ha
           計　　　　　　　　　　       11 　　  804,500　 437,000    338,675     区画整理工 A=104.1ha

（２）事業効果 
　　畦畔除去による農地の区画拡大に伴う耕作条件の改善により、営農効率等が向上し農地中間管理機構による担い手へ
　の農地集積が促進される。

２　事業主体及び負担区分
(国 5/10・県2.75/10)、事業者2.25/10

３　地方財政措置の状況
　普通交付税(補正係数)
　(区分)財源対策債償還費
　　　　農業農村整備事業に係る事業債の20％

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×0.5人＝4,750千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 県　債

決定額 338,675 218,500 120,000

前年額 138,725 89,500 49,000 225

― 農林部 120 ―

儲かる農林業の推進

175 199,950

農業の担い手育成と生産基盤の強化



 

事業名

単位事業名 予算額 338,675千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 218,500 129,000 団体営土地改良事業費補助金
農地費補助金 事業費の10/10・7.813/10・7.042/10・6.098/10・1/2

県債・ 120,000 71,000 農業基盤整備事業債
農林水産業債

一般財源 175 △50

合計 338,675 199,950

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

負担金、補助及び交付金 338,675 199,950 簡易基盤整備・ほ場整備　11地区

合計 338,675 199,950

事業内訳書

農地中間管理機構農地耕作条件改善事業

農地中間管理機構農地耕作条件改善事業

主な内容

主な内容


